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本論文は , 行動 の 柔軟性などヒトの JL ､ の 重要な機能導く
,
ネガテ ィブなフィ

ー

ドバ ックを与えたとき

の 心 的処理 にお い て ,
ヒト前頭前野 の 外側 面と内側面 の役割を機能的核磁気共鳴画像法を用 い

て 調 べ
, 下記 の結果を得 て い る.

1 . ウィス コ ン シ ン カ
ー

ド分類課題 で の 次元 の切り替え時にお い て
,
フィ

ー

ドバ ックと次元 の 教示 の

2 つ 刺激方法を操作し, ネガティブフ ィ
ー

ドバ ック処 理を構成する心 的要素に関連した活性を

抽 出した . そ の結果 の 方ネガティブフ ィ
ー

ドバ ックの 処理 は前頭前野 の 内側面 にお い ても外

側面にお い てもおもに右半球に活性がみられた .

2 . ネガティブ フ ィ
ー

ドバ ック処理 に関連した活性を, 逐 次減算方法( s e ri al s u b tr a cti o n) によ っ て認

知的および感情的な要素に分解したとこ ろ
, 右半球 の 前頭前野 にお い て

,
外側面は認知的

な要素に内側面は感情的な要素に 二 重帝離して い ることが示された . この 結果 は
,
神経心 理

学的研 究などにより示唆されて い る前頭前野機 能 の古典的な 二分律に
一

致して い る.

3 . ネガ テ ィブ フ ォ
ー

ドバ ック処理 に関連した活性を呈する右前頭前野にお い て r e gi o n o f i n t e r e st

解析を行 っ たところ, 内側面 の 各領域は感情的な要素に関連して い た . 外側面は腹側部およ

び 下前頭 溝にお い て は認 知的な要素 に関連 して い た が
, 下前頭結合 部(i n fe ri o r fr o n t al

j u n cti o n) で は
, 認知お よび感情要素の偏りはみられなか っ た ･

4 . ウィス コ ン シ ン カ ー ド分類課題遂行にお い て分類次元変更で提示されるネガティブなフ ィ
ー ド

バ ックによっ て利用される心的処理 は複雑である の で , より単純な状況下で の ネガティブなフ

ィ
ー

ドバ ックの 効果を確か めるために追加実験が行われ, 前頭前野内側面 の 活性が確認され

た . 外側 面で は下前頭溝および 下前頭結合部にお い ては活性がみられなか っ たが
, 腹側部

にお い て は活性がみられた .

本論文は
, ネガテ ィブ フ ィ

ー

ドバ ック処理を構成する心的要素を分解し
,
認知的お よび感情的な構

成要素がそれぞれ右前頭前野 の 外側面および 内側面に 二重蔀離して い ることを示した . この 結果

は古典的な前頭前野機能 の 二 分律に
一

致して い る. さらに同時に活性する前頭前野の 2 領域が
,

個別だが協調してネガティブなフ ィ
ー

ドバ ックの 処理に貢献して い ることを示 唆して い る . 以上 から

本論文 は ,
ヒトの重要な心的機能を導くフ ィ

ー

ドバ ックの 処 理 の解明 にお い て 重要な貢献をなすと

考えられ , 学位 の 授与に値するもの と考えられる.

以 上




